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天下の悪法・治安維持法は
いかにして成立し、
都合良く改変されたのか。

一
九
二
五
年
の
公
布
施
行
か
ら
四
五
年
の
廃
止
ま
で
、
治
安
維
持
法
は
二
〇
年
の
運
用
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
ぼ
「
昭
和
」
の
前
半
と
重
な
る
二
〇
年
は
、
大
日
本
帝
国
の
膨
張
と
自
己

崩
壊
の
期
間
、
換
言
す
れ
ば
「
十
五
年
戦
争
」
と
そ
の
た
め
の
準
備
期
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
治

安
維
持
法
の
本
質
は
、
そ
の
成
立
と
廃
止
の
過
程
に
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な

わ
ち
、
法
益
を
「
朝
憲
紊
乱
」
の
禁
圧
か
ら
「
国
体
」
変
革
の
防
止
に
転
換
す
る
こ
と
で
成
立
に

こ
ぎ
着
け
る
と
、
日
本
国
内
の
運
用
で
は
そ
の
「
国
体
」
変
革
の
領
域
は
膨
張
し
、
前
半
の
一
〇

年
で
本
来
の
取
締
対
象
だ
っ
た
「
国
体
」
変
革
を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
と
そ
の
外
廓
運
動
を
組
織

的
に
解
体
さ
せ
た
。後
半
の
一
〇
年
間
に
は「
国
体
」へ
の
異
議
者
、さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る「
国
体
」

の
非
忠
誠
者
の
一
掃
に
邁
進
し
、
戦
争
遂
行
体
制
へ
の
批
判
や
障
害
と
み
な
し
た
も
の
を
思
想
・

信
仰
の
次
元
ま
で
封
殺
し
、「
国
体
」
へ
の
忠
誠
を
強
制
的
に
導
き
出
す
威
嚇
の
規
範
と
も
な
っ
た
。
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市
民
を
動
員
し
て
戦
争
に
つ
き
進
む
た
め
に

必
須
の
法
律
だ
っ
た
治
安
維
持
法
。

市
民
に
自
由
な
意
思
を
持
つ
こ
と
を
制
限
し
、

そ
の
行
動
と
信
条
や
思
想
ま
で
も

徹
底
的
に
弾
圧
し
た
根
拠
と
な
っ
た

治
安
維
持
法
の
成
り
立
ち
と
、

為
政
者
に
都
合
良
く
安
易
に

拡
大
解
釈
で
き
る
よ
う
に

「
改
正
」し
て
い
っ
た
道
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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は
じ
め
に

「
国
体
」護
持
の
た
め
の
法
律
│
│
治
安
維
持
法
の
法
益
／
治
安
維
持
法
の
二
〇
年
／
本
書
の
構
成
／

全
治
安
法
制
に
最
強
・
最
高
の
武
器
と
し
て
の
治
安
維
持

一 

治
安
立
法
の
前
史

山
県
有
朋
の「
社
会
破
壊
主
義
取
締
法
私
案
」／
朝
鮮
総
督
府
の
制
令
第
七
号

二 

過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
の
起
草
か
ら
廃
案
ま
で

欧
米
諸
国
の
取
締
法
規
に
学
ぶ
／
司
法
省
と
内
務
省
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
│
│
過
激
社
会
運
動
取
締

法
案
の
起
草
過
程
／
司
法
省
刑
事
局
vs.
内
務
省
警
保
局
vs.
内
務
省
参
事
官
室　

三
つ
の
治
安
構
想
／

貴
族
院
で
の
二
度
の
修
正

三 

過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
廃
案
後
の
治
安
立
法

「
完
全
な
る
法
案
」を
め
ざ
し
て
│
│
一
九
二
三
年
の「
法
律
案
草
案
」／
治
安
維
持
法
へ
の
布
石

四 

治
安
維
持
令

関
東
大
震
災
後
の
治
安
維
持
／
緊
急
勅
令
と
し
て
の
治
安
維
持
令
／
低
調
な
運
用
／
二
つ
の
秘
密
結

社
事
件
判
決

　
一 

治
安
維
持
法
の
立
案
へ

新
治
安
立
法
制
定
の
流
れ
／
新
聞
報
道
に
み
る
立
案
経
過

二 

治
安
維
持
法
案
の
決
定

「
過
激
思
想
」の「
流
布
」か
ら「
結
社
」取
締
へ
│
│
法
益
の
転
換
／「
国
体
」の
登
場
／「
結
社
」そ
の

も
の
の
取
締
へ
／
内
務
・
司
法
・
内
閣
法
制
局
の
協
議
合
意

三 

治
安
維
持
法
成
立
の
タ
イ
ミ
ン
グ

与
党
内
の
抵
抗
／
普
選
法
・
日
ソ
基
本
条
約
締
結
と
の
関
連

四 

治
安
維
持
法
の
成
立

「
完
全
な
る
法
案
」ら
し
き
体
裁
／
譲
歩
ラ
イ
ン
の
設
定
│
│
不
動
の「
国
体
」／
外
務
省
・
文
部
省
の

関
わ
り
／「
国
体
」へ
の
口
出
し
不
可
／「
予
備
の
又
予
備
」ま
で
処
罰
│
│
小
川
法
相
の「
国
体
」理
解

／
無
政
府
主
義
観
と
共
産
主
義
観

五 

治
安
維
持
法
の
運
用
へ

「
血
に
狂
う
警
官
隊
」│
│
治
安
維
持
法
施
行
を
め
ぐ
っ
て
／
し
ば
ら
く
は「
伝
家
の
宝
刀
」と
し
て
温

存
／
治
安
維
持
法
発
動
に
向
け
て
／
適
用
の
一
歩
手
前
│
│
第
一
次
日
本
共
産
党
事
件
判
決
／
最
初
の

発
動
│
│
京
都
学
連
事
件
の
判
決
／
集
産
党
事
件
の
判
決

一 

三
・
一
五
事
件

治
安
維
持
法
の
本
格
的
発
動
へ
／
共
産
党
＝「
国
体
」変
革
の
結
社

二 

治
安
維
持
法「
改
正
」へ

「
国
体
」変
革
の
厳
罰
化
／
目
的
遂
行
罪
の
導
入
／
治
安
維
持
法「
改
正
」案
の
審
議
と
廃
案

三 

緊
急
勅
令
に
よ
る「
改
正
」成
立

な
ぜ
緊
急
勅
令
な
の
か
／
政
府
内
で
の
反
対
を
押
し
切
る
／
紛
糾
す
る
枢
密
院
の
審
議
／
改
悪
へ
の

批
判
／
二
つ
の
解
説

四 

緊
急
勅
令
の
承
諾

政
府
の
思
い
ど
お
り
の
展
開
／
陪
審
法
か
ら
の
除
外
│
│
裁
判
闘
争
の
回
避

五 

「
改
正
」後
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
治
安
維
持
法
の
運
用

自
ら
成
長
す
る
特
高
警
察　

法
の
弾
力
的
な
活
用
／
思
想
問
題
を
学
び
成
長
す
る
思
想
検
事
／「
国

体
」定
義
の
確
定
へ
／「
天
皇
を
君
主
と
し
て
奉
載
す
る
は
我
が
国
体
な
り
」／
目
的
罪
か
ら
の
逸
脱
と

目
的
遂
行
罪
の
急
激
な
拡
張
／
目
的
遂
行
罪
の
濫
用
に
抗
す
る
／
圧
倒
的
多
数
が
懲
役
刑
│
│「
転

向
」促
進
の
た
め
の
罰

六 

軍
法
会
議
に
お
け
る
治
安
維
持
法
運
用

治
安
維
持
法
で
裁
か
れ
る
兵
士
た
ち
／
軍
隊
内
の
反
戦
運
動
取
締
／
軍
法
会
議
で
の
治
安
維
持
法
運

用
／
平
準
化
し
て
い
く
軍
法
会
議
判
決
／
陸
軍
法
務
官
・
島
田
朋
三
郎
／
横
須
賀
鎮
守
府
軍
法
会
議

判
決
／
呉
鎮
守
府
軍
法
会
議
判
決

一 

治
安
維
持
法
の
再「
改
正
」へ

思
想
対
策
協
議
委
員「
思
想
取
締
具
体
案
」／
内
務
省
と
司
法
省
の
対
応
／
司
法
省
の「
改
正
案
」立
案

／
司
法
省「
治
安
維
持
法
改
正
要
旨
」／
警
保
局「
改
正
治
安
維
持
法
義
解
」│
│
禁
錮
刑
の
削
除
・「
支

援
結
社
」処
罰
の
新
設
／
法
曹
関
係
者
の「
改
正
」意
見

二 

廃
案
と
な
っ
た
一
九
三
四
年
の
治
安
維
持
法「
改
正
」案

議
会
審
議
の
経
過
／
対
立
の
焦
点
│
│
右
翼
取
締
／
対
立
の
焦
点
│
│「
予
防
拘
禁
」削
除
／
不
可
解

な
廃
案
理
由
／
無
言
の
脅
威
│
│「
改
正
」案
の
影
響

三 

ま
た
も
廃
案
と
な
る
一
九
三
五
年
の
治
安
維
持
法「
改
正
」案

国
家
主
義
運
動
へ
の
対
応
／「
予
防
拘
禁
」へ
の
執
着
、断
念
／「
天
皇
機
関
説
」問
題
の
出
現
に
よ
る

廃
案
│
│
衆
議
院
で
の
審
議
／
し
ぼ
む「
改
正
」の「
緊
切
性
」

四 

一
九
三
〇
年
代
後
半
の
治
安
維
持
法
運
用
の
膨
張

「
改
正
」案
に
そ
っ
た
運
用
拡
大
／
大
審
院
判
決
の
一
時
的
緩
和
／
目
的
遂
行
罪
の
適
用
が
さ
ら
に
拡
大

／「
凡
ゆ
る
角
度
よ
り
推
論
追
及
し
て
」か
ら「
些
々
た
る
法
的
技
術
に
捉
わ
れ
ず
」へ
／
人
民
戦
線
事

件
へ
の
発
動
／
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、す
な
わ
ち「
国
体
」変
革
と
い
う
論
理
／
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
理
由
と
し

た
取
締
／
自
由
主
義
・
民
主
主
義
に
対
す
る
排
撃
と
抑
圧
へ
／「
急
進
的
自
由
主
義
」処
断
の
か
ら
く

り
／
唯
物
論
研
究
会
の
場
合
│
│「
党
の
同
伴
者
団
体
」と
し
て
／「
左
翼
的
啓
蒙
」ま
で
目
的
遂
行
罪

を
拡
張
／「
類
似
宗
教
」＝「
邪
教
」取
締
の
本
格
化
│
│
大
本
教
事
件
／
大
本
教
・
新
興
仏
教
青
年
同

盟
な
ど
へ
の
適
用
／「
国
体
」変
革
か
ら「
国
体
」否
認
へ
／
在
日
朝
鮮
人
運
動
へ
の
運
用
厳
重
化
／
無

政
府
主
義
運
動
へ
の
発
動

一 

思
想
犯
保
護
観
察
法
の
背
景

「
検
挙
時
代
」か
ら「
保
護
観
察
」時
代
へ
／
思
想
犯
保
護
事
業
の
位
置
づ
け
／「
転
向
」施
策
の
仕
上
げ
と

し
て
の「
保
護
」／
思
想
犯
保
護
観
察
制
度
の
生
み
の
親
│
│
森
山
武
市
郎
／
検
挙
よ
り「
転
向
」重
視

二 

思
想
犯
保
護
観
察
法
の
成
立

「
威
嚇
弾
圧
」の
立
法
か
ら「
保
護
指
導
」の
立
法
へ
／「
保
護
指
導
」へ
の
方
向
転
換
の
内
実
／
立
案
の

経
過
／
加
藤
勘
十
の
反
対
論
／
積
極
的
な「
思
想
の
指
導
」＝「
日
本
精
神
の
体
得
」／
保
護
事
業
関
係

者
や
法
学
者
、弁
護
士
に
よ
る
批
判

三 

思
想
犯
保
護
観
察
法
の
運
用

思
想
犯「
処
分
」の
新
段
階
／
思
想
犯
保
護
観
察
法
の「
現
場
」／
運
用
九
年
間
の
推
移
／「
保
護
」重

視
・「
生
活
の
確
立
」の
方
針
／「
転
向
者
の
愛
国
運
動
」の
推
進
／
国
民
精
神
総
動
員
運
動
へ
の
参
加

／「
個
別
輔
導
」か
ら「
集
団
輔
導
」へ
／「
保
護
観
察
」対
象
の
拡
大
│
│
個
人
主
義
・
自
由
主
義
の
精

算
へ
／
思
想
保
護
団
体
の
統
合
／
見
直
さ
れ
る
運
用
│
│「
観
察
」の
重
視
／「
厳
父
」性
へ
の
方
向
転

換
／「
思
想
国
防
」と「
錬
成
」／
戦
局
悪
化
の
な
か
で
の
保
護
観
察
の
あ
が
き

一 

新
治
安
維
持
法
の
成
立

「
改
正
」案
提
出
の
模
索
／「
改
正
」作
業
の
進
展
／
一
九
三
九
年
の「
治
安
維
持
法
改
正
法
律
案
」／
思

想
実
務
家
の「
改
正
」要
望
／「
大
体
の
成
案
」│
│
思
想
取
締
の「
完
璧
を
期
す
る
」た
め
に
／
無
修
正

で
の
議
会
通
過
／
無
批
判
な
報
道
と
法
学
者
在
野
法
曹

二 

新
治
安
維
持
法
の
概
要

「
第
一
章　

罪
」の
増
補
強
化
／「
第
二
章　

刑
事
手
続
」│
│
審
理
の
促
進
と
簡
易
化
／「
第
三
章　

予
防
拘
禁
」│
│
罪
刑
法
定
主
義
を
大
き
く
逸
脱
／
新
治
安
維
持
法
と
国
防
保
安
法
│
│
立
法
と
司

法
の「
日
本
化
」

三 

新
治
安
維
持
法「
罪
」の
運
用

「
国
体
」変
革
・
否
定
の
処
罰
厳
重
化
／
新
し
く
取
締
対
象
と
な
っ
た
宗
教
活
動
／
憲
兵
に
よ
る
新
治

安
維
持
法
運
用
／
統
計
か
ら
み
る
新
治
安
維
持
法
の
運
用
／
ゾ
ル
ゲ
事
件
と
治
安
維
持
法
／
北
海
道

生
活
図
画
連
盟
事
件
│
│「
目
的
遂
行
罪
」適
用
の
踏
襲
／
唯
物
論
研
究
会
事
件
│
│「
支
援
結
社
」の

認
定
／「
支
援
結
社
」に
つ
い
て
の
新
判
例
／
虚
構
の
産
物「
中
核
体
」／
個
人
や
少
人
数
の
言
動
へ
の

処
断
の
根
拠
│
│「
共
産
主
義
意
識
の
啓
蒙
昂
揚
」／
在
日
朝
鮮
人
と
新
治
安
維
持
法
／「
民
族
独
立
」

へ
の
発
動
全
開
／「
国
体
」変
革
の
結
社
・
集
団
の
適
用
／
在
日
台
湾
人
へ
の
治
安
維
持
法
発
動
／
中

国
共
産
党
加
入
へ
の
厳
罰
／「
類
似
宗
教
」へ
の
積
極
的
発
動
／「
国
体
」否
定
の
集
団
と
し
て
処
罰
／

偶
像
礼
拝
排
撃
も
取
締
の
対
象
に
／
処
断
の
非
論
理
性
に
あ
え
て
抗
す
る
／
執
行
猶
予
へ
の
検
察
の

逆
襲

四 

新
治
安
維
持
法「
刑
事
手
続
」の
運
用

強
制
捜
査
権
の
運
用
を
め
ぐ
る
警
察
と
検
察
の
主
導
権
争
い
／
二
審
制
と
弁
護
権
の
制
限

五 

新
治
安
維
持
法「
予
防
拘
禁
」の
運
用

「
改
善
的
機
能
」と「
保
安
的
機
能
」／「
予
防
拘
禁
」の
決
定
／「
予
防
拘
禁
」制
の
不
振

一 

敗
戦
後
の
治
安
維
持
法
の
存
続

治
安
維
持
法
体
制
の
継
続
／
迅
速
な
公
判
と
司
法
処
分
の
継
続
／
治
安
維
持
法
廃
止
へ
の
予
兆

二 

治
安
維
持
法
の「
廃
止
」

「
人
権
指
令
」発
令
の
衝
撃
／「
人
権
指
令
」の
骨
抜
き
／
治
安
維
持
法
体
制
の「
解
体
」

三 

治
安
維
持
法
廃
止
後
の
治
安
体
制

「
大
衆
的
運
動
」の
抑
圧
取
締
へ
／
治
安
機
構
の
復
活

あ
と
が
き
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目次その成立と「改正」史治安維持法の歴史Ⅱ治安維持法の歴史 治安維持法

﹇
刊
行
予
定
﹈

以
下
、Ⅴ
↓
Ⅵ
の
順
で
刊
行
！

Ⅰ 

治
安
維
持
法
の「
現
場
」

 

│
│
治
安
維
持
法
事
件
は
ど
う
裁
か
れ
た
か 

二
〇
二
一
年
五
月

Ⅱ 

治
安
維
持
法
│
│
そ
の
成
立
と「
改
正
」史 

二
〇
二
二
年
一
一
月 

Ⅲ 

朝
鮮
の
治
安
維
持
法
の「
現
場
」

 

│
│
治
安
維
持
法
事
件
は
ど
う
裁
か
れ
た
か 

二
〇
二
二
年
五
月

Ⅳ 

朝
鮮
の
治
安
維
持
法
│
│
運
用
の
通
史 

二
〇
二
二
年
一
月

Ⅴ 

台
湾
の
治
安
維
持
法 

二
〇
二
三
年
五
月

Ⅵ 「
満
洲
国
」の
治
安
維
持
法 

二
〇
二
三
年
一
一
月

シリーズ

過
激
社
会
運
動
取
締
法
案
と
そ
の
前
・
後
史

Ⅰ
治
安
維
持
法
の
成
立
と
運
用

Ⅱ
治
安
維
持
法「
改
正
」と
運
用

Ⅲ

治
安
維
持
法
再「
改
正
」の
頓
挫
と
そ
の
後
の
運
用

Ⅳ
思
想
犯
保
護
観
察
法
と
運
用

Ⅴ
新
治
安
維
持
法
と
運
用

Ⅵ
治
安
維
持
法
の
廃
止

Ⅶ
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